
1965年9月8日からイランの首都テヘランで開催された
世界文部大臣会議で、イランのパーレビー国王が

各国の軍事費1日分を識字基金に充てることを提案した
ことをきっかけに制定された、識字の重要性を啓発

するための記念日です。

9/8
国際識字デー

International Literacy Day

पानी जहर दवा

やってみよう！やってみよう！やってみよう！

Let’s Try !Let’s Try !Let’s Try !
あなたの子どもが高熱で苦しんでいます。医者に電話するとあなたの子どもが高熱で苦しんでいます。医者に電話するとあなたの子どもが高熱で苦しんでいます。医者に電話すると
「今日1日外出先から戻れないので、わたしの机の上にある薬を急いで「今日1日外出先から戻れないので、わたしの机の上にある薬を急いで「今日1日外出先から戻れないので、わたしの机の上にある薬を急いで
飲ませて！」と言われました。飲ませて！」と言われました。飲ませて！」と言われました。

字が読めないとどんなことが起こるでしょう？

テーブルには３つのビンがありました。

さあ、あなたはどれを選びますか？

中身は薬、水、そして農薬(毒)です。
間違えて薬以外を選んでしまったら

　　　　　　　　　　どうなりますか…？

読める人には当たり前の文字ですが、

読めない人にはどんな風に見えるかな？

（この文字はヒンディー語です）

世の中のほとんどの情報には文字が使われています。貼り紙、新聞、

商品のラベル…。文字が読めないと、これらの情報を手に入れて正しく
理解することができません。

文字が読めないと…
・病気や事件・事故のニュースなどが伝わらず命の危険にさらされる

・新聞や掲示が読めないので、選挙や政治の情報が届かない

　　　　　　　　　　⇒社会活動に参加したり意見を伝えたりできず、

　　　　　　　　　　　権力者の都合の良い社会になってしまう

・仕事に必要な知識や新しい情報が得られない

　　　　　　　　　　⇒商売が発展せず、貧困から抜け出せない

・文字が読める人にだまされる　⇒　不当な契約書にサインしてしまう

識字率を上げるには？識字率を上げるには？識字率を上げるには？

人が健康で安全な生活を送ったり、社会や

経済を発展させたりするには、「文字の読み

書きができる」ことが重要です。

読み書きを習うこと、つまり「教育」を行き

渡らせることは、人々が貧困から抜け出す

ための一番の方法なのです。

児童労働をなくし、子どもが学校に通える

ようにすること、学校を作ること、子ども

たちに教科書やノート、筆記用具を届ける

こと…。教育を受けた子どもたちがおとなに
なると、その地域・国の発展に向けた大きな

力となります。

答え・　3　　右から　水・毒・薬

1 ２ 3


